
広告テクストおよびTVコマーシャルを

使ったドイツ語授業の実践

井上 勉

筆者は勤務校の文学部英米文学科「ドイツ語講読」の授業で，前年度

(1995年度）の前半は広告を材料に用いて授業を行った．この科目は「ド

イツ語」の 4単位を修得したものが受講できる．受講者は3人だった．

本論ではその広告を用いた授業の報告を行い，併せて広告について，

ならびに相互作用性を含み多くの感覚を動員した外国語学習の可能性に

ついて，若干の考察を行いたい．

授業目標

「テクスト戦略」と題したこの授業の目標は次の 3点である．

1番目に，いうまでもなくドイツ語の学力そのものを更につけさせる．

2番目に，テクスト読解には戦略というものがあって，それを意識的

に実行することが大切であるという点に学生の注意を向けさせる．広告

テクストは映像テクスト（図像テクスト）と言語テクストから成り立っ

ていて，映像テクストは当該外国語の言語的知識なしに直観的に理解で

きる．その映像テクストは言語テクストにおいて言われていることと関

連しているのであるから，映像テクストは言語テクストの理解を容易に

する．映像テクストは広告されている事柄に関する既有の知識を（広告

テクストの）受容者において活性化させ，その知識が言語テクストの理

解を助ける．次に言語テクストに話を移すと，印刷媒体の広告，すなわ

ちポスターや新聞，雑誌における広告では，言語テクストはヘッドコピ

ーとポデイコピーなどから成り立ち，ヘッドコピーはポデイコピーで言
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われていることを暗示している． したｶざって， まずヘッドコピーによく

注意すれば，ボデイコピーの内容についてある程度の先行理解が得られ

る． こうしてすぐに， あるいは容易に理解できるところからすぐには判

り難いところへ，すなわち広告テクストの場合には，映像テクストやヘ

ッドコピーからボディコピーヘと理解を進めるそのプロセスを，学生に

意識化させる．

3番目に，広告を教材にしているついでに，広告によって送り手の思

うままにマニピュレートされないように，批判的に広告に対するよう注

意を促す．広告は受け手を送り手にとって都合のいいように心理的かつ

行動的に動かそうとするものである．送り手の利益が受け手にとっては

不利益損害である場合も多々あるのである． これは広告ではなく， あ

るテレビ局の報道番組の中でのことであったが，昨年(1995年)， 日本で

毒ガスを使って多数の人に無差別テロを加えるなど，数々の凶悪な犯罪

行為を重ねたある集団の代表の顔写真が，サブリミナルという手法，す

なわち知覚できないごく短い時間でその番組の中に挿み込まれて放送さ

れた.人間はごく短いタイムスパンのものは意識的には知覚できないが，

サブリミナルのレベル，すなわち潜在意識においてはすべてを漏れなく

知覚しているのである1．そして潜在意識の回路から心に入ってきたもの

は顕在意識から入ってきたものよりもずっと強力に人間の想念・感情・

行動を支配するのである． そのテレビ局の担当者はその代表のイメージ

を印象づけるためにそうしたという2.社会は残念ながら他者を支配しよ

うという好策に満ちている． ヒトラーのような人物がこれからもマスメ

ディアを巧妙に使って人々を証かさないとも限らない．語学的授業の中

で，広告などを材料にしている場合には， この第3点のようなことも授

業目標の一つにしても別にかまわないだろう．

広告テクストを教材に用いる利点

広告テクストを教材として導入するとどういう利点があるか．上の授

業目標の所でも簡単に触れたが， ここでもう少し利点を挙げておこう．
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a． （印刷媒体における)広告は，何ページにもわたることはなく， 1な

いし2ページの中に収まっており，一目でその全体ｶ叡見渡され， しか

も言語的テクスト要素はその一部を占めるだけであって， これによっ

て学習者の負担感が軽減される．

b・言語的テクスト要素は広告されている当の品物や事柄に結びついて

いて， その品物や事柄に関する世界知の方から言語的テクスト要素の

理解ｶゴ容易になる．

c・広告テクストでは， そこで宣伝されている品物や事柄についてので

きるだけ明確なイメージを受け手の心に印象づけるために，同じ， あ

るいは似た意味連関に属する結束性の強い言葉が多く使われる＆ この

ことが言語的テクスト要素の理解を容易にする．

d・映像はかなり長い間記憶に留まっているが，言葉は早く忘れられて

しまう． ある実験では, 2500枚の写真を見せられた被験者たちが, 3

日後にそのうちの90％以上を再認できたそうだが3,言葉の場合にはか

なり多くのものが記憶から消えてしまっているだろう．広告テクスト

では言語記号はある程度映像記号に結びついて使用されているので，

言葉の記憶は映像的要素によって強化される．

マルチ感覚と言葉の習得

今，言葉だけだと記憶からすぐに失われてしまう力欝，言葉力罫対応する

映像と結びついて覚えられた場合には， その言葉は比較的よく記憶され

ているだろうと述べたわけである力欝， ここで外国語学習の際に言葉を，

言葉だけでなく視覚及びその他の感覚要素と共に覚えれば，学習効果カゴ

上がるだろうということについて述べてみたい．

今やマルチメディアの時代であるとよく言われる．マルチメディアと

いう言葉は通常，情報提示／獲得電子装置が文字だけでなく，映像と音

声を，言い換えれば視覚と聴覚を一体的に扱うものを指して言っている

ものであり，現在の技術開発のめざましさを見れば，やがてマルチメデ

ィア装置は視・聴・触・臭・味の全感覚を扱いうるものになるのではな
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いかとも思われる4．このようにマルチメディアは電子機械装置に関して

使われる言葉であるが， しかし見方を変えれば，マルチメディアという

言葉は，情報を発信ないし獲得する感覚器官の経路力爵複数にわたってい

るということを指しているのだ， ということもできるのである．そもそ

も肉体の感覚器官こそがプライマリーなメディア，すなわち脳への刺激

提供媒体であって，機械装置はその延長である． そして脳はその刺激を

きっかけとしてその時々の知覚内容を構成し，意識に種々の経験をもた

らすのである．

さて，人間が母国語の言語能力を獲得するのは，直前にいった意味で

のマルチメディアを使ってである．言い換えると，視覚・聴覚・触覚・

味覚・嗅覚の全感覚メディアを通して，つまり身体全体で言語能力を獲

得するのである．母語は具体的状況の中でリアリティをもって学習され

る．言葉はまさに生活そのものとして身に付けられるのである．花を見

て「花」と覚え，花の臭いをかいで「いい匂いだなあ」という表現を身

につけ，塩をなめて「辛い」と言ったりするのである． このような生活

活動そのものとして言葉を学習するから，いったん覚えた言葉は忘れる

ことなく，その場その場でほぼ自動的に言葉が口をついて出てくるので

ある．

外国語学習の場合もできるだけ多くの感覚活動が伴っている必要があ

る．近頃では外国語を，単に紙に書かれた文字としてだけでなく，オー

センティックな音声（テープ） と映像（ビデオ） と共に学習するように

なってきたが， このことは昔と比べて学習効果にかなりの程度貢献して

いる．何しろ昔は日本人はドイツ語ならドイツ語を文字とあやしげな発

音から学び， 「ギョエテ」とか「シルレル」とか言っていたものである．

言葉はいくつかの情報媒体の中の一部であり,文字は情報性力ざ更に薄く，

文字そのものだけでは， それはきわめて貧弱な現実性しか持たない影の

ようなものである． そのような書かれた文字中心の外国語学習では効果

が上がるはず力罫ない．母語のように，外国語も豊富な感覚内容を伴った

状況の中で学習される必要がある．人類が電子の時代に入って視覚型人

間が再び全感覚的人間へと立ち返りつつあることを語るM・マクルーハ

ンはこう言う． 「文字文化の人間は，外国語を話す勉強をしようとすれば
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非常に苦労する．なぜなら， ことばを習うには感覚のすべてを同時に参

加させることが求められるからだ.」 5

少しでも多くの感覚内容を伴った状況の中で学習する方法として，教

室において種々のシミュレーション状況の中で身体動作を伴って学習す

るのが有効である．更に，上に述べたような肉体の感覚器官がメディア

だという意味ではなく，普通にいうメディア，すなわち機械装置も利用

されるべきである．文字だけでなく，複数の感覚内容を伴っての外国語

学習を可能にするものに,まずテレビやビデオといった視覚装置がある．

テレビ，ビデオは動画と音声を伴った教材を提供しうる．言い換えると，

これらはその中で外国語が習得されるべき聴覚と視覚のシミュレーショ

ン状況を提供しうるのである．

さきにも触れたように，電子的に構成された空間内でのインタラクテ

ィブコミュニケーションを可能にする機械装置が，現在驚異的速度で開

発されつつある．ヴァーチュアルリアリティと呼ばれる電子機械装置を

用いると， コンピュータによって作り出された仮想的空間の中で，その

空間の中のものとその機械装置を操作している本人とがリアルタイムで

相互作用をすることができる． この相互作用力雰可能であるということに

よって， その本人は仮想空間の中で視覚的要素なら視覚的要素を， まる

でそれが現実であるかのように体験することができる． このようなヴァ

ーチュアルリアリティといわれるインタラクティブなマルチメディア装

置を使って外国語の学習をすれば効果があがるだろうことは容易に想像

できる6．ヴァーチュアルリアリティ技術が更に発達すれば，現実により

近づいたシミュレーション状況力苛実現され， それによって母語の学習の

時のような言語学習環境力罫提供されるだろう．

要は，外国語は可能な限り多くの感覚内容を伴ったインタラクティブ

な状況の中で学習されるべきだということである．ヴァーチュアルリア

リティ装置を使っての外国語学習はもう少し先のことであろうが， コン

ピュータとCD-ROMの組み合わせによって,視覚,聴覚のマルチ感覚と

ある程度の相互作用性ｶぎ実現された英語学習教材が現在提供されてい

る7．それに， コンピュータによって構築されたインターネットが今爆発

的に広がりつつあり， そのネット上で外国の人々と電子メールを交換す
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ることそのものが，相互作用性のある外国語学習となりうる8．

授業の実際

さて，筆者は既にいったように，広告を教材として導入した．広告に

は印刷媒体のものや視覚的放送媒体のもの，すなわちテレビにおけるも

のがある． ラジオにおいても広告ｶ罫存在する力罫， ここでは問題にならな

い．印刷媒体の広告としてポスターや新聞・雑誌の広告力罫挙げられる．

ポスターの場合には言語的部分力叡少なすぎて外国語学習の教材には不適

当である．結局筆者力爵授業で用いたのは週刊誌における広告とテレビ放

送のコマーシャルを録画したもの一これは先に述べた一種のマルチ感覚

メディアである－及びそのコマーシャルの言語音声を文字に書き移し

たものである.以下は広告を用いた授業のひとつのモデルの提案であり，

また筆者の授業の実際の報告でもある．

1）広告の訴えかけの戦略

最初の数回の授業では種々の広告テクストを学習者に示し，広告テク

ストの訴えかけの構造を見通すことに注意を向けさせる．例えば図1は

ある週刊誌の広告テクストである．背景の写真は川と空， それにその間

を区切る横方向に広がった樹木におおわれた土地である．写真の全体は

青， 白，黒っぽい緑で大きく分割きれ構成されている．商品のタバコで

ある「MILDSEVEN」のパッケージは， 白地に縦の紺色の帯， そして

中央部分に横方向で黒の色で｢CharcoalFilter｣と書かれた構成である．

タバコの箱の縦縞の紺色は，写真の川と空の色である青と明度は違うカゴ

同色であり，かつ森林の黒っぽい緑とも近い感じを与える．紺色の縦縞

の中には「MILDSEVEN」と白で書かれており， これは写真の森林の

上に同じ文字，商品名力ざ害かれているのと対応している．すなわち，写

真の中の要素の構成と商品のパッケージのデザインカざ一致しているので

ある． この形式的一致によって写真が呼び起こす肯定的なイメージが商

品の上にかぶせらせる．写真の中の全体的色調である青色，川の中の白
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い泡立ち，紬先で飛沫をあげてカヌーを漕いでいる人，こういうものが

爽やかさの印象を公衆に呼ぴ起こし，このタバコを吸えば爽やかになる

という気分にさせられうるのである．

商品の購買欲を引き起こすためには人の性的欲望に訴えかけることも

しばしば行われる．図がは「バカルディ・ラム」の広告で，キャプショ
ショーツ

ンは「バカルディを一杯飲もう」と訴えかけている． ところで，写真の

女性はショーツをはいており，この「ショーツ」からキャプションの「Get
ゲット•イントウ

into Bacardi shorts.」は「女性に入りこもう」，彼女のショーツの中に

もぐり込もうと公衆に暗示をかけてもいる．このキャプションは女性の

シャツがたくし上げられ，肌が晒されているところに入りこんでおり，

ピリオドはちょうどへそのところにある．性的欲望のくすぐりは別の部

分によっても強化されている．すなわち，このラムの瓶の一方は薄い肌

着しか着ていない女性の胸のところに抱えられ， もう一方の日先はちょ

図2
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うど乳首のあたりに位置して， そこから液体力罫注ぎ出されている．

先のタバコの例のような形式的一致によって肯定的イメージを商品に

転嫁することや，今の例のような性的欲望に引っかけて商品を買わせよ

うとする， このような訴えかけの仕組みないし過程を受け手は無意識的

ないし自動的に知覚し， その訴えかけの影響にさらされる．

W.Bキイは彼の著書『潜在意識の誘惑」 』oで， この無意識的自動的

回路を通じてのアピール， そして性や死の暗示が人々に強力な作用を及

ぼすことを利用して商品を押しつけようとする，広告代理業者のやり方

を描いている． キイの言によれば，印刷技術の発達によって，印刷媒体

の広告図案の中にsexやfuck,cuntなど，強い情動的意味を帯びた言葉

を普通の注意力では気づかれない仕方でおびただしく潜ませておくこと

力罫できるようになっている．人はその広告にさっと視線を走らせただけ

でも，潜在意識においてはそうした言葉を知覚しており，商品選択の場

面でその広告にコントロールされうるのである．

テレビコマーシャルでもサブリミナル手法が利用され，視聴者は知ら

ないうちに自分の心が踏み荒らされていること力：ありうる．例えば， ラ

バッツという銘柄のビールの60秒間のコマーシャルの中で, 8秒間にわ

たるあるシーンは極めていかがわしいものである．場面は若い男女力罰ア

ウトドア活動をしているものであるが，そこにくフェラチオ＞を強く暗

示する画面操作が織り込まれている． このコマーシャルを普通の速度で

放送していればここで秘密裏に何ｶざもくろまれているか判らない力雰，問

題のシークエンスをビデオテープに撮り， コマ送りにしてみると広告代

理業者のやり方ｶざ明らかになる （同上書284-286ページ)．

ある大手の国際的な広告代理店の重役は， ある60秒もののテレビコマ

ーシャルの終わり部分での10秒間の拍手の背後に「買え－！買え－！」

という言葉を埋め込んだところ， それは素晴らしい効果を発揮した， と

語ったそうである （同上書287ページ)．

このようなサブリミナル手法の広告を公共コミュニケーションメディ

アでは禁止するという法案が，かつてアメリカで検討された力罫，今日ま

だ制定に至っていないとキイはいう． 日本でもこのような禁止法律はま

だ存在していないように見える．先に言及した日本のあるテレビ局の責
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任者は監督官庁から厳重注意を受けただけであった． こうした事実があ

るから，普通の視聴者がそれを見抜くことは極めて難しいにしても， ど

こに卑劣な策略ｶぎあるか判ったものではないということだけでも， 日々

マスメディアに囲まれて生活しているわれわれは意識し，広告に対して

も批判的な眼差しを保持している必要がある．広告を使った授業の初回

あたりではここまで書いてきたようなことを講義しておくのｶざ適当であ

る．

次に，公衆に訴えかけるのに， あるいは場合によっては公衆を編すの

によくできていると思われる広告を学習者に授業の時に持って来させ，

どの点力欝よくできているかについてクラスの中で意見をいわせ， それに

基づいて学習者たちに討論させる． これは印刷メディアの広告とテレビ

コマーシャルの両方について行う．後者はテレビ放送をビデオに撮り，

それをクラスで再生する形で行う．印刷媒体のものもそうであるが，テ

レビコマーシャルの方も，何度も再生したりコマ送りにしたりして，細

部にわたってよく観察するよう促す.細部にわたってよく観察する習慣

を身につけることは訴えかけの仕組みを見通し，広告に対する批判的な

眼差しを養うことにつながるし， またあとで見るように，印刷媒体およ

び放送媒体の広告を用いた外国語学習の際にも役立つ．教授者は学習者

に上のことをさせる前に， 自ら適当な広告やテレビ録画を提示しながら

やり方を示しておく．

2）印刷媒体の広告の分析例

次の授業段階では印刷媒体の広告の中で言語的要素の多いものを取り

上げ一一言語的要素が非常にわずかな広告もある－，広告テクストを構成

する基本要素とその構成に学習者の注意を向ける．既にいったように，

一般に広告テクストは映像的要素と言語的要素に分かれる．映像的要素

には写真ないしイラストとロゴマークが属し，言語的要素としてはヘッ

ドコピー，ボデイコピー， それにキャッチフレーズ力ざ区別される．

図3は西武百貨店の新聞広告である力欝，青木貞茂''は一時期の一連の

西武の広告を取り上げ， その一連の広告が評判を呼んだ理由を，広告テ

クストをワーキングシートの中で諸要素に分け， それら諸要素を分析，
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解読し， そして再びそれら諸要素を総合的に観察することによって解明

している． ワーキングシートのボディコピーの欄の中で，ボディコピー

を記号素に分節する．そうすることによって記号素間の関係力ざ明確にな

る． しかる後に「言語テクストと視覚テクスト両者をドッキングし，記

号素の中でもとりわけ意味空間を形成するのに中心的な単位＝意義素を

発見できる．そしてデザイン， レトリックを加味し，意義素間の関係か

ら広告テクストの持つ象徴的メッセージの解読へ至る」と彼は言うので

ある．

青木のこのような分析手続き例を授業の中で参照すると，広告テクス

トの構成を理解するのに適当であるし， また教材として用いられる他の

広告テクストにおけるボディーコピーが意味するところを理解するのが

容易になる． しかしドイツにおける広告テクストには，一時期日本で流

行ったわけの判らない「おもしろ広告」のようなものは少ないようで，

複雑に屈折，迂回，反射したコノテーションを含んではいない．だから

上のようなワーキングシートをドイツ語授業に利用する場合，ボディコ

ピーの欄には始めから意義素を書き込めばよいだろう．

3）印刷媒体の広告を使った授業のモデル

さてドイツにおける印刷媒体の広告を使ってドイツ語学習の授業をす

る段階に入る．例えば広告テクスト4と5を取り上げてみよう．学習者

にこの両方の図像的要素をまず観察させ，第一印象を述べさせる．授業

では「力強い」という印象力罫語られたが，その場合には対応するドイツ

語を板書し， そのドイツ語がヘッドコピーにあることを教授者は指摘す

る． また当然人間と象のサイズの違い，すなわち「小さい」と「大きい」

という知覚内容も学習者から指摘されるだろう． これについても対応す
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るドイツ語を板書する．次に， この広告主はだれであるか考えさせる．

広告テクストの構成パターンについての知識がある今では，学習者は，

それは"StuttgarterVersicherung"であると容易に判るはずである．そ
れを受けて，今度はヘッドコピーカゴ何をいわんとしているのか考えさせ

る．なお， このときにこの広告主の業種，言い換えると, ,,Versiche-

rung6@の意味を学習者に教え，続いて，掛け金，補障等，保険業において

思いつく事柄を学習者に自由に述べさせる． このことはボディコピーの

理解を容易にする．

次に，広告テクスト4のボディコピーの意味を辞書を用いて把握させ

る．続いて， ワーキングシートのボディコピーの欄に意義素を記入させ

る．ただし， ここでは広告テクスト3の意義素のように意義素をイコー

ルの符号で結ばない．広告テクスト5についても同様にする．それが終

わったら今度はテクスト4にある"kleineMittel"と"GroBe3<のそれぞ

れに関わる言葉をテクスト4と5から選び出し，振り分けさせる．

kleineMittel4$にはわずかな掛け金の意味連関に属する言葉が来るだ
う’

ろうし, ,,GroBes@;には（充分な）補障に属する言葉が振り分けられるだ
ろう． このようにすればボデイコピーの内容がはっきりと構造化されて

理解されるし， また広告テクストの全体の理解，すなわち図像的要素と

言語的要素との関連もよく了解される．

次に， ワーキングシートのヴィジュアルの欄に広告テクストの図像を

ドイツ語で描写させる．テクスト4ならば,,EinMannhebt iibersich
einenElefanten."ということになろう． これはドイツ語作文の練習にな

る．

なお，この教材を使った授業の最後のステップとして,stark,Stﾖrke,

Versicherung,Absicherung,Sicherung,sicher,sichern,klein,groB,

g伽stig, ungiinstig,Vorteil,Nachteilなどの関連する反対語，造語な

どの語彙的な面に注意を促し，語彙力を強化させるの力欝よいだろう．広

告テクストでは，商品のイメージを強化するためにその時々の意味連関

に共属する言葉力薮多く使われるから，語彙力を強化する点でも教材とし

て有効である．
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4）テレビコマーシャルを使った授業のモデル

次は， ドイツのテレビコマーシャルを教材に使用した授業のモデルを

スケッチしてみよう． InterNationesから,,BMsc〃γ".Be""ん庇泌

scherFernsehsendungen"のビデオテープシリーズが発行されていて，

この中に,,Fernsehwerbungd@もある． これはドイツのテレビコマーシャ

ルをドイツ語学習の教材として編集したものであり，コマーシャルの中

の言語部分を文字に移したものや， これについての注と課題も収めた冊

子も添付されていて，中級ドイツ語の教材として適当である．それにま

た，外国のテレビコマーシャルは学習者の興味を引き起こすから学習の

動機付けにも役立つ．

その"Fernsehwerbung"からメルセデス・ベンツ車のコマーシャルを
とりあげてみる．画面をよく観察するように促してこのスポットを普通

の速度とスローの速度で学習者に何回か見せる．スローの速度で見せて

いるときに画面に何力ぎ見えているか学習者に訊ね，言われたものを板書

し，対応するドイツ語も書く．次にビデオを止めて， 自動車に関連する

自由連想を学習者に発表させ， このスポットでアピールされていること

に関わること－－環境への配慮の問題一を日本語とドイツ語で板書す

る．環境問題に関する指摘力雰出たら， このコマーシャルスポットの言語

部分を理解する助けになる方向に連想が広がるよう，学習者を質問で誘

導する． このスポットの画面は，ボディの一部からダイムラー・ベンツ

社のマーク，排気パイプ， ホイール，屋根，バンパー，ボンネットへと

移っていき， それから車庫ｶﾖ開けられ，男性力ざ入ってきて， その男性力ぎ

車でではなく， 自転車で出かけて行き，最後はメルセデス・ベンツのロ

ゴマークを映して終わる．画面の移動にあわせてコマーシャルの言語テ

クストが語られるが， それは次のとおりである．

EinengeregeltenDrei-Weg-Katalysator hat er seit Jahren，，

serienma6ig.DazuasbestfreieBremsbelage, eineLackierungfast

ohneL6sungsmittel,recyclingfahigeKunststoffteileundeinenVier-

Ventil-MotorfiireinesaubereVerbrennung.Aber, ftirdieUmwelt

kannmaneigentlichniegenugtun.$@
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画面の観察と連想が終わったら， この言語テクストを数回音読させ，

次に辞書も用いて読解させる． それから再びビデオを回し，ナレーター

の発音に合わせて学習者にナレーターカョ語るのと同時に上のテクストを

発音させる．こうすれば目に見えている映像と言語ｶざ対応して発音され，

ドイツ語力ざ記憶によりよく銘記される．

上の言語テクストには次のような注がつけられている．

Spot2(MercedesBenz).DerWerbespotstelltfiinfumweltfreundliche

Eigenschaftenheraus.

(1)DerDrei-Wege-Katalysator(geregelterKatalysator)besteht

auseinemKeramikk6rpermitgefurchterOberflachevonderGr66e

mehrererFuBballfelder,aufdieeineSchichtausPlatinundRhodium

aufgebrachtwurde.MitihrerHilfegelingtdieReduktionderinden

AbgasenenthaltenenCO-,NO-,undHC-Verbindungenbiszu90%.

(2)Asbest isteinnatiirlichvorkommendesFasermaterial, das

iiberlangeZeitzurlsolierunggegenFeuer,Hitze,Saure,Schallund

zurelektrischenlsolierungVerwendungfand・AuchBremsbelage

wurdenausAsbesthergestellt. Inzwischenweil3man,･daBAsbest-

staubzuKrebserkrankungenfiihrt.

(3)LackstoffewerdenmitL6sungsmittelnvermischtundauf-

getragen.DieL6sungsmittelverfltichtigensich,undesbildetsicheine

glanzendeLackhaut.VieleL6sungsmittelgeltenalsgesundheits-

schadigendftirdieAtemwege.

(4)DurchGesetzwerdendieAutomobilherstellerkiinftiggezwun-

gen,Altautoszuriickzunehmen.DaspielteseineRolle,welcheTeile

wiederverwendetwerdenk6nnenundaufwelcheWeise(Recycling).

(5)DenGrundfUrdieumweltfreundlicheWirkungdesVier-Ventil-

MotorsgibtderSpot-Textselbstan.

TypischeAdjektivbildungenderWerbesprache:serienmal3ig,asbest-

frei, recyclingfahig. Die urspriinglich selbstandigenAdjektive

mal3ig", ,,frei", "fahig"wurdeninZusammensetzungen(hiermit’，
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Substantiven)zuSuffixoidenunddamitreihenbildend

環境問題というテーマ圏についてのブレインストーミングがすでにあ

る程度できているから， この注を読解力強化のために宿題として和訳さ

せるの力欝適当である．

まとめ

テレビコマーシャルを使ったこのような授業モデルで例示されたよう

に，映像と対応させて言葉を学習するのは有効であると考えられる． と

いうのも，一方の直観的に了解される映像力叡他方の言葉の理解を容易に

するからである． また， ビデオを用いれば発音が映像と対応しているか

ら，音声テープだけよりもよりよく聴解力が強化される． このようにテ

レビ番組を外国語の学習に利用すれば効果があるから， それを積極的に

授業に導入するのがよい． その際，適当なテレビ番組として考えられる

のは，料理番組,DIYの工作番組など，具体的な動作とそれと同時に説

明ないし描写として語られる言語テクストが対応しているような番組で

ある． このような番組を教材化したものはまだまだ少ないから， そうい

う教材の開発力罫待たれる．

筆者は上に描いてきたようなモデルにおおむね沿って， いくつかの広

告を用いて授業をしたが，成績評価として，授業中に語彙力に関する小

テストを何回か実施し，併せて夏休み中にドイツのある広告テクスト'2

を日本語版の広告テクストとして翻訳する課題を出して成績判定を行っ

た． このような授業の仕方について学生に意見を求めたところ，次のよ

うな回答があった．すなわち，広告という教材は身近なものと感じられ，

学習者の興味を引いたということ，広告テクストの文脈と図像との関連

の中で単語力:自然に楽に覚えられたということ， ドイツの広告を日本語

版に翻訳してみて，テクストの文面，言葉遣いｶざ日独間でどうしても相

違せざるをえないことに気付いたということであった．
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1 潜在意識の驚異的な知覚能力，記憶能力については筆者は『空海の求聞持法

修行による神秘体験の解明一実践カパラーおよびスーフィズムと比較して

－」 （徳島文理大学『比較文化研究所年報』第7号， 40ページ）で論じてい

る． また,W.E.バトラー『オカルト入門j大沼忠弘訳昭和51年角川書

店117-119ページも参照．

2 『週刊現代』 1996年4月6日号講談社47ページ参照．

3 Vgl. Steindl,Michael : BegleitheftzumVideoBi/ffscM'7fz.＆姉jg/C

〃"たc"gγ凡加sehse"""gg".8:凡加se"z"g妨況"g,Bonn(InterNationes)

1991,S、 11.

4現在では視覚，聴覚，触覚のシミュレーションが可能になっている．筆者は

『ヴァーチュアルリアリティー意識のフロンティアー』(徳島文理大学文

学部英米文学科『言語と文化』学園創立100周年記念平成7年所収）にお

いて，全感覚的インタラクティブシミュレーション装置の発展と， それが人

間文化のありように及ぼすだろう影響について論じている．

5 マーシャル・マクルーハン『メディア論一一人間の拡張の諸相一』栗原裕

／河本仲聖訳1987年みすず書房275ページ．

6 ヴァーチュアルリアリティ （アーティフィシャルリアリティ） を芸術に応用

することに主眼をおいているクルーガーはその技術を外国語教育にも応用す

ることにごく簡単ながら言及している．M.W.クルーガー『人工現実一イ

ンタラクティブ･メディアの展開一』下野隆生訳1991年 トッパン 255

ページ参照．

7鈴木はコンピュータとソフトウェアの使用によって学習者各人の進度に合わ

せた，かつ相互作用性のある教材展開が可能になっている現状を報告し， そ

れに伴って英語学習が学習者中心のものになりつつあることについて述べて

いる．鈴木博『マルチメディア時代への英語教育j (英語教育協議会 『英語

展望」第101号所収)．

8 1995年12月16日，関西ドイツ文化センター（京都)でのゼミナール（テーマ：

NeueFormendesinteraktivenLernensimDaF-UnterrichtinJapan)に

おいて,慶應義塾大学SFCでのインターネットを使った実験的ドイツ語授業

の報告があった．

9 ジュディス・ウィリアムスン『広告の記号論一一記号生成過程とイデオロギ

ー－j l 山崎カヲル／三神弘子訳1989年柘植書房209ページから．

この広告テクストについての論述の一部は同書による．
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Eine Deutschunterrichtspraxis 

mit Werbetexten und 1V-Spots 

Tsutomu INOUE 

Hier wird ein Deutschunterrichtsmodell mit Wer betexten und TV• 
Spots vorgeschlagen. Es ist zugleich ein Bericht meines Deutsch­
unterrichts in einer Klasse. 

Die Unterrichtsziele sind : 
1 . Weiterbildung der Deutschfähigkeit 
2. Bewußtmachung der Textver,stehensstrategie, d. h. wie man 

vom Leichten zum Schwierigen, im Fall eines Werbetextes: 
vom Visuellen zum Sprachlichen, und im Bereich des Sprach­
lichen: von der Schlagzeile zum Sprachtext, im Textverständ­
nis fortschreiten kann. 

3 . Erhaltung des kritischen Blicks über Werbungen, damit man 
von ihnen nicht manipuliert wird. 

Man kann als Vorteil der Einführung von Wer betexten in den 
Fremdsprachenunterricht folgendes nennen : 

Erstens fühlt der Lerner nicht so m'lhevoll, eine fremde Sprache zu 
lernen, weil ein ganzer Werbetext mit einem Blick übersehbar ist, 
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weil er im Rahmen von einer oder zwei Seiten steht, und auch, weil 
das Sprachliche nur ein Teil des ganzen Textes ausmacht. Zweitens 
sind die sprachlichen Textelemente mit den propagierten Waren 
verbunden, und .aus deren Weltkenntnissen lassen sie sich leicht 
verstehen. Drittens werden im Werbetext kohärente Worte, die 
nämlich zu einem g~meinsamen Sinn zusammen gehören, benutzt; das 
erleichtert das Verständnis der sprachlichen Textelemente. Viertens 
weil im Werbetext die Sprachzeichen in ziemlich hohem Maße mit 
den Bildzeichen verbunden gebraucht werden, prägen sie sich durch 
die letzteren besser im Gedächtnis ein. 

Für die Erlernung einer Sprache müssen möglichst viele Empfin- · 
dungen, wie Gesichts-, Hör-, Tastempfindung usw., wirken. Dement­
sprechend muß man passende Lehrmaterialien in den Fremdspra­
chenunterricht einführen. Hier sind beispielsweise Wer betexte oder 
TV-Spots zu nennen. Es gibt beim Werbetext das Visuelle und beim 
TV-Spot dazu noch das Akustische, daher wird das Fremdsprachen­
lernen mit Werbungen effektiver als nur durch schriftlichen Text. 
Das Visuelle und Akustische läßt sich besser merken als das Schriftli­
che, wie uns psychologische Experimente zeigen. 

Nach dem oben Gesagten wird über meine Deutschunterrichtspra­
xis mit Werbetexten und TV-Spots in folgender Reihe referiert: 

1 . Betrachtung der Appellstrategie der Werbung an einigen 
Beispielen 

2 . Betrachtung eines Analysenbeispiels vom einem Werbetext im 
Druckmedium 

3. Vorschlag eines Unterrichsmodells mit Werbetexten im Druck­
medium 

4. Vorschlag eines Unterichsmodells mit einem Werbespot im 
Fernsehen. 

Zum Schluß wird die Evaluation des Unterrichts von der Seite der 
Lernenden vorgestellt. 
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